
＜京浜歴史科学研究会 ２００７年春の歴史を歩く会＞ 
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 深川は江戸を代表する「下町」として有名です。江戸時代初期に埋め立てられ 17 世紀後半
から都市計画が行われた街でした。しかし江戸時代から深川は意外にも「郊外」としてとらえ

られ独特の江戸情緒が形成されました。明治以降は倉庫や工場が建てられ、次第に景観を変え

ていきますが、関東大震災で大きな被害を受け街の姿は大きく変わってしまいました。また、

この地域は 1945年３月 10日のいわゆる東京大空襲において最も大きな被害を受けた土地でも
あります。 

 深川地区の江戸時代から近代までの歩みをいろいろな角度から探っていきたいとおもいま

す。ぜひご参加下さい。 

【日時】４月１５日（日）（雨天順延 ４月２２日＜日＞） 

     ＊実施の問い合わせは当日午前６～７時までに事務局へ 

【集合】都営地下鉄東西線・大江戸線門前仲町駅「富岡八幡宮方面口」改札 

    午前１０時  ＊東西線の方が近いです。 

【コース】門前仲町駅＜集合＞→富岡八幡宮→深川不動堂→小津安二郎出生地→採荼庵跡→滝

沢馬琴誕生地碑→浄心寺（洲崎遊郭追善墓、関東大震災供養塔）→成等院（紀伊国屋文左衛門

碑）→霊厳寺（松平定信墓）→清澄庭園→セメント工業発祥地碑→平賀源内エレキテル実験地

碑→清洲橋→万年橋→芭蕉庵史跡展望公園→芭蕉記念館→田川水泡・のらくろ館→地下鉄森下

駅＜解散＞   ＊歩く距離は４キロぐらいです。 

【参加費】 １０００円（資料代・入場料） 

【昼食】    昼食（弁当）は各自でご持参下さい 

【解散】  午後３時頃を予定 

【お願い】  参加ご希望の方は事務局まで連絡をお願いします。 

【事務局】 横浜市港南区芹が谷５－５９－１２ 大湖賢一方 

      電話（FAX兼）０４５－８２５－３７３６ 

            E－mail：oogo@mvj．biglobe．ne．jp 


